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「じゅういちぶんのいち」


前半に０ー３で、３点入れられて後半に挑む。

ぼくの半生はそんなもんだった。

今、後半戦に向けて、気持ちを入れかえてる。

ぼくは、この試合で結果を残さなきゃいけない。

もし負けても、次に挑む覚悟はある。

未来は蜃気楼のように、遠くにぼんやり浮かぶくらいでいい。

大事なのは、地に足がつくこと。

今ここに集中し、どんなプレーができるか。

最高のじゅういちぶんのいちとして。





「アンサング・ストーリー」


boys be ambitous.

心は二十歳さ。

明日が必ずくる保障はないので、

今日を精一杯生きていこう。

その積み重ねが、

ぼくのアンサング・ストーリー。

憧れは、流星のように。





「フェニックス」


just like a フェニックス。

何度でもよみがえれ。

駆け抜けろ。灰になるまで。

胸の内から、全部燃やせ。

永久のchallenge。

光ある内、光の中を進め。





「人生と原石」


答えのない、自分を正しく裁くこと。

それは、他者への配慮であり、

たましいの呼吸であり、真理への愛である。

他者の存在は、ぼくの原石を、

ダイヤモンドにしてくれるに違いない。





SOUUN TAKEDAのポジティブ論


ぼくの理解では、武田双雲さんの思想は、感謝の心を大切にすれば、周りの人と良好な関係を築き、ポジティブに生きれるということだと思います。双雲さんによると、夢とは、自分の夢であり、それは他者のためになにか貢献することにつながり、結局は世界のためになるという方向に、ベクトルが向くそうです。というより、そういう夢のベクトルを持つことが大切だと言っています。夢が叶わないのは、夢の設定の仕方がわるいのではないかとも言っています。つまり、夢を捨てて現実を見るのではなく、現実の中に夢を見ることが大切なんだそうです。双雲さんはこうも言っています。長所と短所に分けるよりも、自分の特性をどう生かすかが大事だと。





「DAY TO DAY」


BLUE SKY。雲払って、ダンスすれば。

風が、肩たたく。束の間の日差し。

渡り鳥のように、海を羽ばたいて。

陸を見つけたら、羽を休めて。

バックパッカーのように、今を生きよう。

同じ毎日で、新しい発見を。

BLUE SKY。露払って、影を踏めば。

風が背中おす。束の間の癒し。

白い雲のように、空とたわむれて。

風をつかんだら、形を変えて。

バックパッカーのように、明日を生きよう。

同じ街並みで、新しい発明を。





「友情について」


友情にとって一番大切なことは、リスペクトだと思います。すなわち、ぼくが一方的にリスペクトするだけでは足りず、相手の方にもリスペクトされるに値する人物にならなければ、友情の絆は成立しない。共通の深く大切な思い出がある場合は、経験的に言えば、別なのかもしれない。ぼくもそういう大切な思い出でつながっている友人なら、いつまでも友人と思っていたい。もしぼくがなにかでその人の心を傷つけたことがあるなら、許してもらうことが必要だが。自分を自由に裁くことのできる自由人には、友情の絆には、自由なる責任が伴うのである。





「Anchor」


そういえば、ぼくたち忘れているよね。地球が大気でぼくたちを包んでくれていることを。Anchorは、相対的、重層的に、君を包むのさ。月も、太陽もついている。Leave no one behind.





WFPのパンフレットを読んで――学校給食のチカラ


学校給食が変えるものって、何だろう。給食のチカラを考えてみたい。

国連WFPは、紛争や自然災害の現場における「緊急食糧支援」に力を注ぎつつ、途上国や紛争地での「学校給食支援」にも取り組んでいる。給食には、広く人びとや社会を動かし、地域や国の未来を、明るい方向へ変えていく力がある。

まず、空腹な子どもたちが、必ず一食たべられる。紛争によって仕事を失った親にとって、子どもに食べさせていくことは容易ではない。学校で食べる温かい給食が、子どもたちの未来をつないでいる。

それから、通学することで、将来の希望が見いだせる。学ぶことによって、貧困の連鎖から抜け出すための、それぞれの視座を形成することができる。

さらに、給食支援によって、地域に活気がうまれる。それは、地産地消型の学校給食の利点である。例えば、給食で提供する牛乳が、地元酪農家の生産性向上につながっている。

女の子も男の子と同じように学校へ通える。給食が、親に女の子たちの通学を促す動機づけにもなるのである。山岳地帯が多く学校へのアクセスが悪いところでは、通学しなくなってしまう子どももいて、男女格差もいぜんとしてある。

子どもたちは、給食のおかげで授業に集中することができるし、育ち盛りの子どもたちが必要な栄養もしっかり取れる。給食の助けをかりて学び、成長した子供たちが成人し、その国の発展を担っていくのである。





「UNITED SKY」


君の笑顔が、今日も見れない。

勇気の鈴が、リリリン。

奇跡のチカラで、ぼくはどん底から、

スタートラインに立つ。

虹を待つ、ぼくの瞳は、

光をなくしたままで。

仰げばこの大空は、誰のものでもなく、

あまねく輝くのだから。

青き星をみんなで抱き、

今日はお気に入りの服で、ともに。

ぼくの笑顔が、今日も見れない。

希望の鈴が、リリリン。

奇跡のチカラで、ぼくはどん底から、

スタートラインに立つ。

立ち止まる、愚かなぼくは、

心が痛んだままで。

仰げばこの星空は、誰のものでもなく、

あまぬく輝くのだから。

同じ星をみんなで抱き、

今日はお気に入りの服で、ともに。





「STAND BY ME」


よく雨に濡れるぼくに、傘を開いて、差し出してくれた。

ソラに陽が射すのを、待っていてくれた。

君が鳥なら、ぼくはソラになるよ。

風がぼくらを呼んでる。つかまえに行こうよ。

隠された君の泪。やがて乾いて、虹色に代わる

ソラに陽が射すのを、待っていてくれよ。

君がソラなら、ぼくは雲になるよ。

唄がぼくらを見つけた。聴こえてくるだろう。





「譲」を感じる目線と姿勢
日本代表のキャプテンを務めた長谷部誠選手が、その著書『こころを整える』の中で、迷いがある時は、身近な頑張ってる人を見るようにしていると書いていました。炎天下の中路上で工事をしているおじさんのかっこよさ。そういうかっこよさを見ると、エネルギーがわいてくると書かれてあります。ぼくも、そういうかっこよさが分かる年齢になってきましたし、長谷部誠選手の目線、姿勢をとてもリスペクトしています。なぜだろう。上杉鷹山公は、譲を興すと書いて興譲館という藩校を築きました。ぼくは、その精神をなんとなくですが、長谷部誠選手に見ているのだと思います。へりくだり、推挙すること。そこには、長谷部誠選手のような、フィールド全体を把握して、足りない部分を補うことによって、自分を活かすプレイスタイルがあるのかもしれません。



短編・「ホライズン」


砂漠の真ん中に、一人の友と共に、不時着した。

同僚：「もう水が残り少ない。」

飛行士：「諦めたらダメだ。帰りを待つ者がいるだろう。」

飛行士：「ぼくらの方から、駆けつけるんだ。ぼくらは、そう、救援隊なんだ。」

同僚：「歩けるだけ歩いてみよう。拠点（飛行機）はもう捨てよう。」

＊＊＊＊＊

飛行士：「ああ、あそこに遊牧民が。」

同僚：「ああ、水だ。」

飛行士：「ぼくらを救ってくれたリビアの遊牧民よ。君は愛すべき同胞だ。」

飛行士：「ぼくらは、ぼくらの番に、水を与えし王者よ、君をあらゆる人の中に見知ろうと思う。」

＊＊＊＊＊

追想：「ぼくらは、人格なるものを、どうやら我慢できる状態を維持するための単なる手段じゃないことを、証明しなければならなかった」





「パブリック・ガーデン」


枯れても枯れない、固有の花よ。

唄をうたえ。風とともに。

希望の夜明けを、ひとみに灯せ。





Go your way


雨粒に輝く虹色に、

まっすぐな心を、重ね合わせ、

ぼくらそれぞれの色で、

ジェット機のように、

空に飛行機雲を描いてく。

光の指すほうへ、

Let me find a new way.





Religh My Fire


口にくわえ、ライターで

火を点けるのさ。

アスファルトの上の

空き缶のように、

捨てられた夢の欠片に。

部屋を散らかし、

コーヒーを相方にして、

Relight My Fire.





短編・「オアシス」


飛行機が不時着した。砂漠のど真ん中に。

ぼくはそこで、不思議な少年に出会った。

王子さま：「こんにちは。」

飛行士：「君はこんなとこでなにしてるんだ！？」

王子さま：「どこから来たの？」

飛行士：「飛行機が不時着したんだ。」

王子さま：「空から来たんだね。同じだね。どこの星？」

飛行士：「なんだって？」

キツネ：「こんにちは。君の髪、きれいだね。」

王子さま：「やあ、こんにちは。」

キツネ：「お願い。ぼくをなつかせて。」

王子さま：「ぼくあまり時間がなくて。」

キツネ：「君が友達になってくれたら、素敵だろうな。」

キツネ：「麦畑を見るたび、その上を吹く風まで好きになれそう。」

王子さま：「ぼくの星には、バラがいて、すごくオシャレなんだ。」

飛行士：「バラなら、そこらじゅうに咲いているぞ。」

王子さま：「ぼくのバラは、特別じゃないの？

キツネ：「特別だよ。お互いになくてはならない存在だから、特別なんだよ。」

王子さま：「ありがとう。」

王子さま：「お願い。井戸の一杯の水を飲ませてくれない？」

飛行士：「そんなことでいいのか？」

王子さま：「うん、それが欲しかったんだ。」

飛行士が滑車を回す音は、音楽のようだった。

END.
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